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「英語 に於 け る名 詞的表 現 の諸相」

、4 林 永 二*

Onsomeaspectsofnoun-centeredexpressionsintheEnglishlanguage

EijiKoBAYAsHI

Ir英 語に於ける名詞的表現の諸相」

永年英語を研究 し続けて来た者の感想 と してそ の英語 の魅 力は どこにあ るのか と問われ

るな らば,そ の有力な決め手の一つ とな るものに英語 における名 詞的表現の多用 と云 うこ

とが考}ら れ る.而 して この名詞中心 の表現法 と云 うものは如 何な る効果を英語に与えて

い るのであろ うか.特 に 日本語を母 国語 と している英語学 習者に とっての英語の魅力が奈

辺に存す るのかに就 いては,人 に よって勿論多様 であ り,そ れ こそTastesdifferと 云 う

ことで何 とも0概 には云 えない のであるが,英 語表現 のあ る特定の性格を浮 き彫 りす るこ

とに よ り,妙 くとも英語 の持つ特性 な り,人 に与 える印象の効果な りはつかめ るの ではな

いか と云 うのが本小論文 の狙い とす る ところである.例 えば我 々が普段英米 の映画や音楽

そ の他実際に彼等 の会話 のや りと りな どに接 して先ず感 じることは,非 常に彼等が表情豊

か であ り,顔 全体 の筋 肉が従横 に よく動 いている こと,更 にその感情な り意志 な りが,日

本語に於け る コミュニケイ ションにおいて よく見 られ る,そ の対話者間 の地位,身 分,職

業,性 別,年 令 別etc.の 謂 わぽ直接の コ ミュニケイ シ ョンには関係 のない諸要素に よっ

てその コ ミュニケイ ションが直戴 に行なわれず,椀 曲に含みを残 したかた ちで行われ る典

型 的な 日本 的communicationで な く,対 話者相互間におい てあ くまで もよ り正確 ・迅速

な情報 の交換 こそが対 話においてtoppriorityを 求 め られ るべ きである と云 う暗黙 の了解

が存 している様 に思}る ことであ る.従 ってその会話のや りとりは非常 にス ピーデ ィ旦 つ

簡 潔で力強 く,我 々娩曲で含み,余 韻の多い 日本語的 コ ミュニケィ ショソに馴 らされ た者

に とっては,一 種 の迫 力 さえ も感 じられ るのであ る.そ れ では この簡潔 さ,力 強 さ,迫 力

と云った ものは何処か ら来てい るのであろ うか.そ れは先述 した如 く,英 米 の文化 的背 景

の 日本 との相違か ら来 る人間関係 ・人倫関係の相違か ら来 るのが その0因 であ ることは否

め まい.例 えぽその最 も顕著な一一例 と しては,英 米 では よく大学 の学生 がその教授 を呼ぶ

のにonafirstnamebasisで 呼 んでい る例があ る.又 謂ゆ るgirlFridayが そ の上役であ

る社長 ・重役に対 してやは り 丘rstnameで 呼 んでいる例が見受け られ るが,こ れな どは

先ず 日本で同 じ場面 でその様な ことが行われ るか と問 うた場合,と て もその様な ことは想

像だにつかない ことは 口本的文化背景 で育 った者 であれば 自明の ことであろ う.そ こまで

行かな くとも,口 本 では夫婦間におい てす ら夫 は妻 をfirstnameで 呼 ぶ ことはあっても,

妻 が夫をfirstnameで 呼ぶ ことはまず まず稀れ であろ う.更 に兄が弟をfirstnameで 呼
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ぶ こ とが あって も,弟 が兄をfirstnameで 呼 ぶ こともまず あ り得 まい.つ ま り日本 的人

間 関係 の下 では上述 の如 く,す べ てはその各人の置かれてい る地位,身 分,職 業更 には生

まれ なが らに して決 め られ ている性別,年 令別etc.に よっても,す べ てそれ ぞれ の地位

身分,立 場に 「ふ さわ しい言葉遣 い」 が頑 くなに守 られ てい る,或 いは暗黙 の中に社会 は

その成員にそれを要求 してお り,も しそれ が守 られない場合には,そ れ相応 の社会的制裁

が加え られ ることに なる.昨 今 テ レビで放 映 され る外国映画 ・ドラマ等は こ とご とく日本

語に吹替え られ てい るわけ であるが,そ の場 合,英 文の シナ リオ原文 と 日本語に吹替}ら

れたdialogueと を 比較 してみれぽ この ことは一 目瞭然であろ う.男 言葉 ・女言葉 の違いは

当然なが ら,更 に 日本語 では幼児語 ・老人語 まで もが存在す るらしい.こ れ な どは まさに

幼児 ・老 人の置かれてい る社会的立場 ・役割が 日本 と英米諸 国のそれ とでは非常な違いの

ある ことを証 している.こ の様な例は枚挙 にい とまが ないので,こ こでは この くらい で置

くこ とにす るが,こ こで著者の指摘 したい ことは,こ れ らの謂 わば非 言語的な要因が こと

ば に よるcommunicationに も多 くの影響を与 え得 る とい うことなのだ.も っともこの こ

とは考 えてみれ ば当然 すぎ る程当然の ことであって今更改 めて云 うほ どの ことで もないわ

けだが,我 々 ことばの研究にたず さわ る者 と しては謂わば この言語 の背 景にあ る文化的,

社 会的 な要 因にも留意 して特定言語の研究)/T臨 む こ とが望 ま しい ことだ と思 う.併 しここ

ではそれ ら非言語的 な要 素の研究 が本意 ではない.こ こではあ くまで も純 粋に言語の現象

面に 目を 向け て,そ の実体 に即 して これを分析研究 し,そ の特定 言語 に頻 繁に見 られ る特

徴 ・特性を 明らかに してみた い.も っ ともその際 ど うしても若干 の文化 的背 景の影響につ

い ても触れ ざるを得ない場合 もあろ うか とは思われ るが,こ の小論文 の中ではあ くまで も

言語 の背景 とな ってい る心理的 ・文化的 ・社 会的要因の分析研究に は深入 りしない.

さて英語を して英語 ら しさを特徴 付けてい る諸要因は多 々あるのであるが,こ こではそ

の中で も特に 日本語に欠け てい て,そ の意味でそれだけ 「英語 ら しさ」が うかが える様 な

英語の特微 ・特性に就い て考察 してみたい.そ こで著者が永年興味を以 て観察 してきた も

のに英語におけ る名詞中心的な表現或 いは名詞へ と収れん して行 く表現形式 につ いて(謂

ゆ るnoun-centeredexpressions)色 々な角度か らこれを考察 してみたい.

と ころで英語)/T於 け る名詞中心的表現 とき くとす ぐに思い当 るもの と して,例 の無生物

主 語 ・抽象名詞主語の構文,謂 ゆ る 「物主=構文」 な るものが最先に頭に うかぶに違い ない.

全 くそれ は当然な ことであ り,確 かに この物主構文 な るものは,あ ま り日本語には見受け

られ ない,そ の意味で も又非 常に英語的特性を具 えた表 現形 式であ ることは間違いない.

例 えば次 の例文を見てみ よ う.

Ihopetomorrowwill丘ndyouanybetter.こ こ で注 目すべ きは云 うまで もな くIhope

以下 に来 るthat節 の 中の主語 としてtomorrowが 用 い られてい るが,こ れは非常に英語

的 な表現 であ り,日 本 語では この様な表現 はまず まず 思い もつかない ものであろ う.日 本

語 では どうして もこのtomorrowは 主 語 と してではな く副詞 として修飾語の働 きを持つ こ

と以上 には あ り得 まい.更 に抽象名詞が主語 では ないが補 語 として用 い られてい る例に,

ItiscommonknowledgethatheisagoodspeakerofEnglish.こ の 文章の場合の

commonknowledgeの くだ りは非常に英語的 である.つ ま り英語 では形 容詞+名 詞の結合

となってい るが,も し日本語 の場合 だ と当然 副詞+動 詞結合つ ま りcommonlyknownと

な るであろ う.更 にthat-clauseの 中 のagoodspeakerofEnglishの 部 分 に して も日本

語だ とやは りspeaksEnglishwellと 云 った方が,は るか に 日本語 らしいであろ う.こ の

例 も英語 では多hあ り,例 えば 「彼 女は料理が上手だ」 と云 う日本文 に対 して,英 語では
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Shecookswell・ よりはSheisagoodcook.とcookを 動詞に使 うよりは名詞に使 う方

が より自然であろう.

この小論文の標題が英語における名詞的表現の 「諸相」 となっている様に,そ の表現)/Y

も多様な相があり,決 して単なる無生物主語のそれのみではない.い やこの無生物主語の

構文については これまで多 くの研究者により指摘され,ひ ととお り英語学習者の誰れもが

見聞 してきたところであって,こ こではあまり重複 した くない.た だこの物主構文なるも

のが英語にその簡潔さ,力 強さ,更 には迫力を与}て いることは否定出来ず,そ の意味で

はこの物主構文が,英 語の名詞的表現の中心的存在であることは当然でもあ り又 ここでの

研究対象ともなり得るのであるが,先 述 した如 くこれについては従来多 くの研究もなされ,

数多 くの例も挙げつ くされたきらいもあるのでここではこれ以上の言及は避けたい.

そこでここでは無生物(inanimate)な ものが主語 として使われる構文ではな く,inanim-

ate或 いはanimateで あるとを問わず,お よそ名詞的なるものが,単 に主語として用いら

れるだけではな く,広 く補語にも,目 的語にも,更 には表現の広 く深い分野で種々の形相

を以て使用されている事例について種々考察 してみたいと思うのである.そ の際勿論著者

の頭の中には,そ れらの英語表現に代る日本語の表現が想定されてお り,そ の日本語の表

現の中では,必 ずしも名詞がその中心的役割を担っているのではな く,も っと他の品詞な

り部分な りに表現の中心が置かれているのである.そ の様な日本語の表現 との対比におい

て,は じめて英語の名詞中心的表現の特微が特に 目立って英語学習者には感じとられるの

であ り,そ のプロセスを通して英語表現の簡潔さ ・力強さ ・迫力に迫ってみたいと思 う.

さてそれでは具体的に物主構文以外のどのような名詞中心的な表現が英語の中で見られ

るのであろ うか.こ こでは先ず,日 常の具体的な生活の中での人間相互間のcommunication

の仕方をめ ぐってのや りとりの中で非常にやは り日本語の表現 とは異なった英語的な特性

について考えてみたい.例x.ば 人の呼び名であるが,日 本ではあまり人名を呼び合 う習慣

がない様に思}る.こ こで人名を呼び合 うと云 うのは単に,Goodmorning,Mr.Yamada,

と云った時に日本文ではMr.Yamadaと 面と向ってはあまり云わない と云った類のよく知

られている例ではない.勿 論それも日本語と英語の表現上の大きな相違にはちがいないが,

ここではそのことではな く,英 語では単に人名だけで済ませているのに,日 本語では単Yr

人名だけではな く,或 いは動詞その他の附属語を借 りて謂わば一つの完結 した文章 として

表現 しようとする,そ の様な例についてである.こ れは色々な場合が想定されるのである

が,例 えぽ0.Henryの 小説の話ではないが,仮 りに或る人物同志が20年 振 りに再会 した と

した場合,相 手を確認する時に,日 本語では単に相手の名前を尻上 りのイ ントネイ ショソ

で"山 田さん?"と 云った具合で表現 し得るであろ うか.勿 論不可能ではあるまい し,又

そ う表現することも万に一あるか も知れない.し かし日本語では先ずあまりその様な直戴

な云い方はせず,「山田さんでございましょうか」とか,「失礼ですが,お 会いする約束にな

っていた山田さんでしょうか」etc.い ずれにせ よ,単 に名前のみをぶつけるぶっきら棒な

云い方は好まれず,や は り動詞その他の附属語を用いて文章 として表現 したがるのではな

かろ うか.勿 論英語に於てもその様な場合,文 章 として表現することは可能であ り,又 そ

うする人もいるであろ う.た だ著者が云いたいのは英語ではintonation一 つでその辺の用

事は済まされ,た だ名前のみをぶつける,つ まり単に名詞一つを用いるだけの表現が広 く

使われていると云 う事実である.更 にもう一例,仮 りにある店屋に客 として入って行った

場合,例 のMayIhelpyouPと かWhatcanIdoforyou?と 云った ように英語でも完結し

た一つの文章としての云い廻しもあるにはあるが,併 し同時にYesPノ と云 う単に一語の単
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語 を尻上 りに発音 す るだけの表現 もかな り広範に用い られ ている事実 も見逃せ ない .こ の

場合 日本語 では如何 であろ うか.確 かに 「ハイ」 とだけお っ しゃる店員 も中にはいるだ ろ

う.し か し日本語 ではや は りこれ ではあま りにぶ っきら棒で,表 現 と しては落着か ないの

ではないか.や は り 「ハイ,何 に致 しま しょ うか」等やは り0つ の文章 として完結 しない

ことには安心 しない のではないか.更 にbetterな 例 としては電車 の中での車 掌の駅名呼称

があろ う.例}ぽ 日本 では車掌は車中 で次 の様 に云 うだろ う.「 次は東京,東 京で ござい

ます」云 々と.こ こで注 目すべ きは,「 次は東京」までは よい として,二 度 目の 「東京で ご

ざいます」 の くだ りが如何に も日本語的であ ることだ.つ ま り日本語 ではや は り名詞をた

だぶつ けるだ けでは収 ま りが付かず,止 むな くす ぐそ の後 で同 じことを く り返 して今度 は

文章体 に して完結 しようとするのであ る.こ の場合英語ではおそ ら く単 にrNext,Tokyo」

位 い のところであろ う.更 に駅 の トイ レな どに置いてあ る灰皿な どに もよ く,「 吸が らは

ここに入れ て下 さい」 とか 「吸いが ら入れ」 な どと書いてあ るが,こ の場合の前者は云 う

に及ぽず後者の場合におい ても一見簡潔 な表現 の様に見え るが,こ れを英語 と比べ ると驚

くなかれ 日本語では まだ 「吸が ら入れ」 の 「入れ」だ けまだ余計 である.つ ま り 「入れ」

の ことぽの中にやは り日本 語では0つ の文章 として完結 したい と云 う願望 が秘 め られてい

る.こ れを英語 にすれ ば単 に 「cigarettebutts」 で あ り,こ れを直訳 すれぽ単に 「吸が ら」

と云 ってい るだけ である.更 に 「ここに ゴ ミを捨てないで下 さい」 と云 う場合 も英 語では

単に 「NoTrash」 な り 「NoTipPing」 で あ り,更 に 「私は酒 もタバ コものみ ませ ん」 と

云 った場合 も英語では単に名詞をそ のままぶ つける形 で,rNosmoke,nowine」 と でも

なろ うか.更 に試験の際教室で問題の訂正 な どのある場 合,日 本だ と 「訂正の筒所が あ り

ます ので,訂 正 して もらい ます云 々」 とな るのであろ うが,英 語では単にひ と言 「Corre-

ction!」 だ ろ う.強 いて云}ば 後にPleaseが 入 る位か .例 の演説の始 ま りの文句,Ladies

andGentlemen,だ の,放 送 な どの最初 にHello,boysandgirls,etc.も す べて単に名詞

を直接ぶつけ てい るだけ の表現 であ り,仮 りに この通 りその まま 日本語 で行 えば,随 分 と

ぶ っきら棒な 日本語 とな るであろ う.食 堂 で食事を済 ませた後,"Waiter,check,please."

な ど も典型的な名詞を並べただけ の表現 で,こ れ を 日本語で この通 り行えば,大 ゲ ンカに

で もな るであろ う.警 官に道を尋ね る場合 も,Officer!と 呼 びか けれ ば良 し,若 者に話 し

かけ る場合 もYoungmanで 良 かろ う.こ れを 日本語 で となる と,と て もこんな名詞0語

のズバ リとした表現 では ケンカにな るのがオチだ ろ う.更 に挨拶語に した ところで,Good

morning,Goodafternoon,Goodevening,Goodnight,MerryChristmas,AHappyNew

Year等 々種 々の挨拶用語が あるわけだが,こ れ らすべ ての英語 をみて もわ か る様に,英

語 ではすべ て単に名詞をぶ っきら棒 に投 げつけているだけで,後 の こまかいnuanceは す

べてintonationで 表 現 され るのにひきか},日 本 語では余程親 しい間柄か平等 な人 間関係

の中にい るかでない限 り この様な挨拶語を そのまま生 のかたちでぶつけ ることには問題

があろ う.ど うして も動詞その他附属語 の助けを借 りて文 章体に してあ らわす しかないの

ではないか.我 々は今 名詞だけについて論 じてい るのであるが,実 は この問題 は単に名詞

だけ に限 らず実 は形容詞 ・副詞等 々について もあては まるのである.つ ま り英 語では形 容

詞 な り副詞をただそれ0つ だけ で独立 して用 い,十 分 にその機能 を果 し得 るのであ るが,こ

の点で も 日本語ではやは り文章完結型 に しない と,ど うも落着かないのでは ないか .例 え

ば上役の家の食事に招かれ て食事中に 「上手 い!」 と形 容詞をその ままぶつけ る形 の表現

はあ ま り芳 しい もの とは云えなかろ う.や は り 「お い しいですね」 とか 「これはなかなか

いけますね」等 々の文章 体 となろ う.英 語 の様にただ単に一語でrGood!」 とは云}ま い
.
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更 にナイア ガラの滝 の前 で英 米人の様 にただ一言"Wonderful!"と は云 えまい.や は り

「すば らしい ですね」とか 「すば らしい滝だ なあ」とか何かやは り文章体に したが るのでは

ないか.更 に これ とは又若 干かたちは異な るが,電 話の受け答 えの際 に,ThisisMr.Ya-

mada.と 云 うところを.「 こち らは山田ですけれ ど…」 と云 った具合に 日本語 ではや は り

文章体で さえ もそのままの形で断定的にぶつけ ることには抵抗が ある らしい のであ る.こ

れは何 も電話の場合だけでな く,あ らゆ る平凡 な 日常 の会話 のや りとりの中に も見 られ る

現象であ って,関 東方言に よ くあ る語尾に 「ね,さ,よ 」をつけ る云い方 や,連 用形の中

止形 で接続助詞をつけて,謂 ゆ る間を とって,断 定的 な云い方 よりくるぶっき ら棒な感 じ

を避け るや り方な ど,す べてやは りこの英語 の簡潔な力強 い表現形式 と比べ ると,日 本語

のそれはやは り冗長 さと明快 さに欠け るところのあるこ とは否 めまい.だ が ここで少 し考

え てみたい ことがあ る.そ れは云 うまで もな く,漢 字或 いは漢語表現 の 日本語特)/7謂 ゆ る

大和言葉に与えた影響の大 きさで ある.我 々の用い てい る現代 日本語 の中YTは 数 多 くの漢

字 ・漢語が用い られ,又 漢語的表現 も使われ てい る.勿 論 それ らが すべ て中国語において

用い られてい る様な意味 ・用法 ・表現形式 で用い られ ているわけ ではない ことは云 うまで

もあ るまい.併 し数多 くの漢字漢語を基に した語い,或 いはそれ らを組合 せて表現 された

漢語調の 日本語が,本 来の大和言葉中心の語い,表 現法 とはかな り違 った ものであろ うこ

とは容易に想像 され るところであ る.

よ く中国語の文法は英語 と日本語 との中間 の辺 りに存在 する と云わ れ る.併 しその個 々

の語は殆 ど単音節語 よ り成 り,そ の単音節語 よ り構成 され たそれぞれの単語の殆 ども又可

成 り音韻 ・音声学的には簡潔 で短音節 の語が多い と思われ る.こ の辺 りは,英 語において

も本来のAnglo-Saxon語 の 単語は非常に単音節 のものが多 く,人 称 代名詞や 日常の基本的

語いには特にその傾向が著 る しい.こ の辺 の ところは他 の欧 州語 とは英語はかな り異な っ

てお りむ しろ音声学的,更 には名詞 を中心 に して,他 の名詞 を謂 わば形 容詞の如 くその前後

に並列 させ る表現法な どは,む しろ英語は非常 に孤立語 としての中国語に近い と云え るの

ではなかろ うか.実 は この特に英 ・中両 国語 のmonosyllabicな 性 格は非常 に重要 な点 で,

特 に 日本語がpolysyllabicな 性 格を具 えてい ることを考}合 わせ る と一 層興 味深 い点であ

る.Polysyllabicな 性 格 を もつ 日本語の中に数多 くのmonosyllabicな 中 国語 の単語が入 り

込んで きた ことは,日 本語 の語 いの簡潔 さに寄 与 した ところ大ではあ ったが,四 声を欠 く日

本語に於ては,数 多 くの同音異議語を生 じ,こ れが 日本語 を してaural-oralな 言 語か ら

visua1-descriptiveな 言語 に変容 させたdemeritも 否 定 し得 ない.確 かに中国語の孤立語 と

しての性格は,名 詞的表現に最適 でむ しろそ の点 では英語 を凄 ぐ程 の簡 潔な力強い表現形

式が可能であ る.そ してその様な性格を持つ中 国語 の洗礼を受 けた 日本語 も又応 分の名詞

的表現 と簡潔・明快 な表現 も可能 ではあ るが,し か し本来 の膠着語 としての性格は依然濃厚

であ り,英 中両 国語 にこの点 では及 ぽざる ところが存 してい る様であ る.更 に これには冒頭

に も触れた如 く,各 国の文化的背景 の違いか ら来 る人間相互 の コ ミュニケイ シ ョンの在 り

方の違い も大 き く,そ れが又実際 の言語現象に も影響を与 えているだ ろ うことも否 めまい.

さて再び本題 に戻 って,英 語の名詞的表現 の例を も う2,3探 っ てみ よう.

①Givemealift(aride),willyou?

②Giveitatry.③1'11giveyouashout.

この 辺 りの例文 もすでに余 りに もfamiliarな も のばか りで今更説 明す るまで もないが,

① ②③ のいずれ も,ride,try,shoutが 名 詞 として使われ ているが,日 本語 では これ らは

すべ て動詞 として表現 され るところであろ う.注 目すべ きこ とに,こ こでは これ らの こと
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ば はすべ て動詞 ・名詞が 同型 でそのま ま両者に使われ るわけ であるが ,こ れ も又 日本語 に

は見 られ ない英語独得 の用語法 と云 え よ う.(品 詞 の転用=Functionalshift) .更 に次 の

様な例文は如何 であろ う.

Shehasblueeyesandblondhair.

Ihaveaheadache.Ihaveasorethroat.

これ らの例文 も一見何に気な く見過 しが ちだが よ く考}て み ると日本語の表現 と違 うこ

とに気付 く.こ れ らもやは り広義の名詞表現 と云 え よう.更 にIbegantostudyEnglish

withrenewedinterest・ セこ於 ても,ゴ シ ック体 の表現 もや は り名詞表現 であ ると云}る .

Hesufferedfromrepeatedheadachc.も 同 様名詞表現 の0種 である .こ れ らは謂わ

ば純粋 に言語現象面 におけ る名詞表現であ るのに比べ,前 述 で くどくどし く説 明 した様な

名詞を謂わぽ生 の形 でぶつけ る様 な表現形 式には単な る言語上 の現象 と云 うよ りも,そ の

背後に何かやは り人間 の心理的 ・文化的 ・社 会的な在 り方 の違い の様 なものが ある様 に思

えてな らないの であるが,そ の辺 りの分析 はいずれ 又別の機会にゆず りたい .

ゲ ーテの有名な ことばに,「 外国語を知 らぬ者 は 自国語 を も知 らない」 と云 うのが ある

が,こ れは誠 に至言であ る.確 かに外国語に対す る深 い理解 と知 識は 自国語への鋭い観察

眼 と深 い洞 察力を養成 して くれ る様であ る.日 本語 の動詞 中心型 の叙 述的 ・動態的表現に

気付 くの も,英 語 の名詞中心 型の物理的 ・静態的表現を知 り得 て後始 めて可能なのであ る.

これ らの例 につ いて更 に もう少 し検 討英語におけ る名詞表現 の多様 な相 に気 付いてほ しい

のであ る.

「壁にかけてあ る地 図を見 なさい」 と云 う文の中で,和 文は 「かけ てある」 と云 う生 の

動詞を使 ってい るが,こ れは英語 では どの様 に表 現 され るか?答 は 明 らか である.次 の

様になろ う.Lookatthemaponthewal1.こ こ では 「か けてあ る」 と云 う和文の動詞部

分 は,onと 云 う前置詞 で表現 され ていて,こ の部分 は英語 では,地 図の物理的位置関係が

静態 的に図式的に描写 されてい て,決 して 日本語 のそれ の様な動作的叙述は伴なわれ ない.

英 語 の諺 に次 の様な例があ るが,Outofsight,outofmind.こ れ も,日 本語に訳せば,

「去 る者,日 々に疎 し」.と で もなるのであろ うが,こ れに似た ものにOutoftemper,

outofmoney.が あ るが,こ れな どは漢語的に 「短気は損気」 とかな り名詞語句だけで云

ってい るが,し か し本質的 な表現 の差異 は否 めない.こ の他 このoutofを 使 った表現は

枚挙にい とまもな く,outofpractice(練 習不足 で),outofwork(失 業 して)outof

money(お 金 が な く)outoforder(故 障 している)outofgas(ガ ス欠 で)etc.,い くらで

もあ るが,こ れのいずれ も日本語 では何か生 の動 詞を使 って(場 合に よっては動詞を二重

にかさね て使 う場合 もあ る)動 作的に叙述 され る ところであろ うが,英 語ではbe動 詞 と

の組合せ で静態 的,空 間物理 的叙述 とな ってい る.更 に 「手 を触れ てはいけ ません」な ど

も,英 語 ではHandsofd.で あ り,「 ペ ンキ塗 り立 て」は単 にWetPaint(湿 ったペ ンキ)

と云 って名詞 をそのままの形 で投 げ出 してい るに過 ぎない.更 には例の附 帯的状況を表 わ

すwithを 用 いた表現,例}ばwithyourmouthful1,withhereyesfulloftears,with

hislegscrossed,etc.,の 表 現 も又名詞表現 の0面 である .

さて英語では無生物 ・抽象名詞主語 の多用 の結果 として,受 動態の表現が非常 に多 い.

併 し勿論それだけの理 由でpassivevoiceが 用 い られ ているわ けではな く,精 神的 ・感情

的行為 を表 わす他動詞は主 として受身の形 で用い られ るのが普通 であ り,こ の辺 りの態 の

扱 いの相異 は和文 と英 文にはかな りの差があ る.「 私 の父 は第二次世 界大戦で死んだ」は,

Myfatherwaskilledinthesecondworldwar・ とな ろ う.こ れ は直接 には名詞表 現 と
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関係は無い様だが,よ く考え ると,父 は好 きこのんで死んだ のではな く,何 か)/YYI.._殺された

の であ ろ うか ら,そ う考}る と実は この文 も又物主構文 のactivevoiceがpassiveで 表 現

されただけ のもの と考え られな くもない.

面 白い例 としては,も う日本語 の云 いまわ しの中に入 って何気な く日本人が使 ってい る

(そ して確 かに便利 である.何 故 な ら日本語 の様に文 章完結式に云わな くてすむ数少い例

にな るか らだ)名 詞表 現 として,例 のNocomment,Nomoney,NomoreHiroshima'S,

No,thankyou,Goodtiming,等 々は この英語の ままで(日 本語 の動詞や助詞等 を特に附

加 しな くとも)使 用可能であ る.

一 風変 った名詞構文(こ れを名詞的表現 の文 と云 えるか否か については若干の疑義が存

す るが)と しては,Wepartedgoodfriends.Hisfatherdiedabillionaire・ 等 におい ては,

日本語 ではそれ ぞれgoodfriends,abillionaireの 前 にasで もほ しい ところであろ うが,

英 語 で ここにasを 入 れ る と,全 体 の引締 った感 じの文 章が弛 んで しまって間が抜け て し

ま う.引 締 った力強 い表現 はやは り名詞 ズバ リが用い られ てい る所に こそ存す るのだ とす

れば,こ れ も立 派な名詞表現の文だ と云 ってもよか ろ う.そ れか ら少 し重複す る面 もある

か も知れないが,我 々が よ く英語 のテ レビ ・ラジオニ ュースを 聞いてい る時に,日 本語 だ

とワシン トソ発な どと云 うところを英語 ニ ュ.一一一一スだ と単 にWashington!と 大 声でその ま

まの地名をぶつけ てい るだけ なのに気付 く,更 に時報 の時 も同様で,日 本語の アナ ウンス

の場合は,「 ただ今8時 をお知 らせ致 しま した」 とか 「八時の時報で ござい ます」等 々実

に冗長 な云い方であ るが,こ れが英語流 とな る と``Eighto'clock"と どな るだけ である.

実 に力強い名詞表 現ではないか.会 社な どに電話をかけた場合,ア チ ラの場合 は よく会社

名だけをoperatorな い しは係 の者が叫 んで寄 こす場 合があ る,例Z..ばCanadianPacific

Airlines!と 云 う具合 であ るが これな ども日本の会社であれば こ うはい くまい.お そ らく長

た らしい文章にな るのでは あるまいか,例}ぽ,「 こち らは カナ ダ太平洋航空で ござい ま

す.ど なた様に御用 でござい ま しょうか」云 々と.こ の差は考}て みれば ど うでも よい も

のか も知れ ないが,こ の様 な差異 が積 りつ もって出来て くる全体の英文 と和文 の与 える印

象 は非常 にちが った もの として表 われて くるであろ う.確 かに英語は デンマー クの世界的

言 語学者 イエスペルセ ソの云 う如 く非常に男性的な力強 く簡潔表現を好む迫 力あ る言語 で

あ るが,そ れは これまで詳述 して きた様な名詞中心型 の種 々の表現に 負 う所が非常 に多い

と思わ れ る.更 にはイエスペルセ ンも云 う如 く,英 語 のsoundsystemの 中 で母音に比べ

て子音の 占め る割合が高 く,音 声面か らも又他 の諸言語例 えば 日本語(母 音の多い ことで

知 られ る音声 ・音韻組織 をもってい る)に 比 しては るかに男性的な響を もった言語 である.

勿 論 これ)/Yは 英 語はstressaccent,日 本 語はpitchaccentと 云 った,ア クセ ソ ト上 の差異

も原 因 となってい る.よ く西欧人は 日本人の しゃべ ってい るのを見 て,よ く口を動 かせず

に喋 れ るものだな どと皮肉な感想を もらす者 もい るが,た しかに 日本語 の ように母 音の多

い音韻組織を持 った言語は,口 をあ ま り動か さな くとも発音 出来 るのか も知 れぬ.そ れが

証拠に我 々が英語を学習 してい る際に,カ タカナ式発音 で英語 を読 んで もあま り疲 れない

が,英 語 らし く無精せず 口や唇,舌 な どを動か し,息 使 い も荒 く発音す ると,非 常にエネ

ルギーの消耗がひ どく,疲 れ易い経験が一再 な らず あった ことを筆 者 も憶}て い る.

と ころで名詞 中心 の表現 の特質を もう少 し具 体的に考 察 してみ るに,先 述 した如 く,英

語 の場合,動 作 よ りはむ しろ状 態に重 きが置 かれ,物 理的 ・空間的位置関係(具 体的には

前 置詞 の多用 が考 え られ る)お よび動作の結果に重 きが置かれ る.(結 果 を表わす前置詞

のtoな どはその典型.Hewasstabbedtodeath.Herhousewasburnttoashes・ な ど
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が そ の例 とな るが,こ れを和訳 してみれば,各 文動詞 はそれ ぞれ2つ 必要 となろ う).大

和 言葉 では この動詞多用 は漢語 を借 りない場 合更にひ ど く,三 つの動詞が重な り合 って用

い られ る場合 さ}あ る.(例,「 や ってみ てごらん」「行 ってみて ミー(大 阪方言),「 出 て

来 て居 る(出 席 してい る意),「 泣 き笑いす る」etc.)

さ て この こととは別に,更 に名詞表 現の与え る効果 としては,や は りその具体性,分 り

易 さ,印 象に強 く残 り,イ メ・一一ジがす ぐに頭に浮ぶ等 のこ とが挙げ られ よう.そ の何 よ り

の証拠 は我 々が外 国語 を学 ぶ際,ど の品詞が もっ とも解 り易 く,と り付 き易い であろ うか.

それ は云 うまで もな く名詞 であろ う.具 体的に 目に見 え(visible)手 で触れ るこ との出来

る(tangible)具 象 的な名詞,日 常 の卑近 な道具 ・身廻 り品等 々が何 と云 っても,憶 え易 い

のではあ るまいか.更 に身体 の各部 分の名称な どもこれに加 え られ よう.と ころで実 は英

語 には これ ら具体的 な名詞 を使用 した表現が非常に多い のである.そ れ らが簡単 なmotor

verb(BasicEnglishの 考 案者 であ るC.K.Ogden氏 のあげた基本的動詞10数 箇,come,

1ay,set,fall,100k,stand,get,put,take,go,run,turn,etc.の こ とを指す)と 組 合 され

て慣用的に使用 され,非 常に解 り易 く,具 体的で重宝 であ る.勿 論 日本語に もその様 な表

現が無いわ けでは な く,身 体各所 を使 った表 現は 日本語 でもかな り多い.た だ 日本語 のそ

の様な表現 の場合は,そ れ ら具体的 な名 詞の外)/Tど う して も生 の形 の動詞 が 併 用 さ れ る

(場合に よっては2ツ3ツ と連動的 に使用 され る)場 合が多 く,そ の為折角 の具体的 な解

り易い表現が帳消 しされ るお それが無 い とは云えない.(こ の こ とは特に 日本語 を始 めて

外国語 として学ぶ外 国人 の場合,具 体的名詞 と共にそれ と併用 され てい る2重 ・3重 の動

詞 も同時に覚 えねばな らず負担は それだ け大 き くな る)

例 えば,「 手 を携 えて」,「耳をほ じくって聞 く」「口をそろ}て 」「顔突 き合わ せて」etc.

の 場 合,英 語 では 「handinhand」,「beallears」 「withonemouth」 「facetoface(or

nosetonose)」 等 に見 られ る如 く,す べて具体的な名詞 と前置詞 の組合せ か らな り,せ い

ぜいあ との動詞はbe動 詞 な りhave動 詞 な りで,最 大限行 っても前述 のmotorverb(give,

go,come,put,keep,make,etc.)止 ま りでは なかろ うか.こ の辺 りの表現法 も 日英両語

間の特性が もろに出てい て大変興味深い.

以 上色 々な角度か ら,英 語に於け る名詞的表現 の諸相を研究 してきた のであるが,勿 論,

名 詞構文のみが英語を 日本語か ら際立たせ てい る特徴ではない.そ の他に も色 々の相異 が

両語間に横わ ってお り,文 章表現形式 のみな らず,音 韻 ・音声組織上か らも,更 には文化

的 ・心理的 ・社会的な観点か らも 日英両語 間の相異 を探 るこ とは可能 であ り,そ の為 には

非常に息の長い綿密な調査研究 と具体的 な例証 が必要 とされ る.従 ってそ のため の若干 の

例文を,最 後に掲げ てお くこ と)/Yして,取 敢 えず この小論文 では,英 語 を して最 も英語 ら

し くさせてい る特性 としての名詞的表現 を取上 げ,そ れを動詞的表現に重 きを置 く日本語

との比較)/TYI__.於て,若 干の考察を試みた のである.

豆 英語に於ける名詞中心的表現の若干例

以下に英語名詞表現の若干例を掲げ,そ の 日本語表現 との比較 について筆者 な りの若干

の考 察を試 みてみた.

(1)Itrainscatsanddogs.(雨 が どしゃぶ りに降 る)

〔これは0種 のidiomaticな 表 現であ るが,例 の修辞学(rhetoric)で 云 うmetaphorと

も云え るの であ るが,外 にHewasalioninthe丘ght・(彼 は獅 子奮迅 の戦いぶ りであ っ

た.)な ど もあ るが.い ずれにせ よ.simile(直 喩))/YYI.._つい ては勿論,metaphor(隠 喩)
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について も,そ の表現の中心が名詞 に よって行われ てい る場 合が極めて多い〕

(2)Shecalledhimnames.(彼 女 は彼を悪 しざまにのの しった)〔 これ もnamesと 名

詞を用いてい る.goplacesな る句があ るが,こ れ もplacesな る名詞が使われ てい るが,

この場合は この名詞は副詞的に用い られ てい るのであろ う.こ の様 に名詞が副 詞的に用い

られ る例は英語に多 い.He'llcomeanyminute.(彼 は 今に もや って来 ます)Talkingto

them,tryingtoProbeinsidethem,9etsyounoplace.(彼 等 の内部事情 を知 ろ うとして,

彼 等 と話 してみた って,何 も出てきませ ん よ.)こ れ らの場合の,anymillute,noPlace

な どが名詞 の形 を とってい るが,副 詞的に使われ てい る〕

(3)Onlything,they'velostthefacultyforcaringmuch.(た だ,彼 等が十分に気を配 る

能力を失 くした と云 うことだけなんだ.)〔 これ も,onlythingと 名 詞がその ままの形 でぶ

つけ られてい る.Funnything,～ の 型 もあ る〕

(4)Listen,coP,1'llgowithniggerssolongaswhitemenlookdikeyou.(ね え,お 巡

りよ,白 人が あんた の様 な面 して る限 り,俺 は黒人 の側につ くよ.)〔 さて こ こでは,cop

(警官 に対す る一++一一F称)な る名詞が,そ のままぶつけ られてい るのだが,こ の様 な呼称 の仕

方は,coPに 限 らず,殆 ん どすべての呼称に用い られ る.又 挨拶語な ども.Goodmorning,

Goodnlght等 々に見 る如 く,名 詞的表現 とな ってい る.こ れ ら人に対す る呼称,日 常挨拶語,

口語感情表現 な どに於 け る名詞表現の実相については稿を改め て詳述す る積 りでいる.〕

(5)Idon'tcareadumpaboutit.(そ ん な こと,ち っ とも気に しない)It'snotworth

adump.(そ れ は何の値打ち もない)〔 ここでは,adump(場 合 に よってはastrawと も

云 う)な る名詞が そのままの形 で,副 詞的 に,或 いは名詞の ままで形容詞 の 目的語 として

も使われ てい る〕

(6)Beagoodboy.(お とな しくしな さい(親 が 子に云 う))

Don'tbeastickler.(つ ま らぬ ことを ツベ コベ云 うな)

Don'tbeahero.(良 い 恰好す るな)

〔この様 な例は数多 くあ るので,い ず れにせ よ表現の中心が名詞主体 に置かれ ている.そ

れ に比 し,日 本語 では殆 ん ど例外な く,動 詞中心的な表現 とな ってい る〕

(7)OffLimits(立 入 禁止),HandsoE(手 を 触れ るべか らず),WetPaint(ペ ンキ塗 り

立 て)Underrepair(s)(修 理 中)Ontheair(放 送 中)Outofgas(今 ガ ソ リンを切 らし

てい ます,ガ ソ リソ ・ス タン ド等の掲示)etc.

〔この様な掲示等におけ る名詞的表現 も英語には非常 に多い.例}ばoutoforder(故 障)

な どもあ るが,こ れな ども,日 本 では 「故障」 とだ け掲示す ることもない とは云わないが,

例 えば トイ レの ドアな どでは,む しろ,「 故障 のため他 の便所 を御使用下 さい」 と云 った

形 の文章体 で云 う場合 の方が多い のではなかろ うか と考 え られ る.上 述のOutofgasも,

石 油 危機 の頃 ア メリカな どでgasstationに よ く見かけた掲示なのだが,こ れ も 日本 では

「ガ ソリソ不足」だ の 「ガ ソ リソ切れ」だ けの掲 示は先ず考え られず,必 ず,「 すみ ませ

んが,ガ ソリン不足 の為,閉 店 させ て頂 きます」 云 々と云 った具合に文章体を とるもの と

当然考 えられ る〕

(8)Herfaceidenti丘esherasanOrienta1.(彼 女 の顔を見れば,彼 女が東洋か らや って

来 た ことが分 る)〔 これは例の よく知 られた,無 生物主語の例で,今 更説 明の要 もあるま

い.抽 象 名詞 が主語 とな るものには,Despairdrovehimtosuicide.(絶 望 して彼は 自殺

して しまった)な どがあ り,こ れ も又あま りに も数が多い.〕

(g)Don'tspeakwithyourmouthfull.(口 に 一杯食物を入れた ままで話 してはいけ な
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い.)Shelistenedtohimwithhereyesclosed.(彼 女 は 目を閉 じた ままで彼の話を聞い

ていた)〔 これ は例の附 帯状況 を表 わすwith+名 詞 一ト名詞の補語の形 で,こ れ もやは り名

詞表現 の一種 と考}て よい.又 英語 では この附 帯的状況をいわゆ る状況補語 として,分 詞

構 文を使 って も表わ され るが,い ずれにせ よ,そ の ことに よって,日 本語では複文形式 と

な る文章が,英 語では単文で表わ され ることが多い.実 に前置詞 のwithや,分 詞 構…文に

おけ る ～ing-formが 略 され,名 詞 ズバ リで状況補語が表わ され ることさえある.Arobber

dashedoutofthebank,guninhand・(一 人 の強盗が手 に銃 を持って,銀 行か ら飛び出 し

てきた)こ の場合のguninhandはwithaguninhishand,又 はholdingaguninhis

handの 略 形 と考え られ る〕

(10)Therewasanabandonedcarontheroadside(誰 れ も乗 っていない車が道 端に置 き

去 りに され ていた)〔 英語では動詞はただの一っ,be動 詞 だけ で,し か もこれ は動作動詞

ではない.勿 論 この場合abandonedも 元 々は動詞であ るが,こ の様 な形 で使われ る と,

もはや動詞の性格 よりも形容詞 の性格 の方が は るかに強 く,現 に後に来 る名詞を修飾 して

い る以上その働 きは形容詞 である.更 に英語 でabandonedcarと 云 えば,誰 も乗 ってい

ない車であ ることまで表わ してい るので,和 文 の様 に動 詞多用 の冗長な云い廻 しには な ら

ない.勿 論和文で も,出 だ しの部分,「 誰 も乗 っていない～」の ところの省略は可能 であ

るが,よ く和文には上 例の様な,「 英文か ら見れば」 ムダで冗長 と思われ る表現が数多 く

あ り,良 し悪 しは別 として,そ の様な表現が和文 の一つ の特徴であ ることは知 っておい て

よい.尤 もこの問題 はその逆 も又云え る場合が あ り,や は りそれ ぞれの言語の持つ慣用 な

り性格 か ら来 てい るものであ り,そ の様な表現上 の差異 を研究 す ることが まさに本論文 の

主 旨であ り,そ の意 味で英語 の名 詞的表現に的を絞 ってここでは考 察を進 めてい るの であ

る.

(11)Ihopeyou'11givemearaiseoneofthesedays.(近 い 中に私の給 料を上 げていた

だけ るもの と希望 してい ます)〔 これは例 のS+V+O+0の 文 型 におけ る名詞表現 でこ

の型の名詞表現は実に多い.

Givemealift,willyou?(車 に乗 せて くんない)

Willyoudomeafavor?(お 願 い したい ことがあ るの ですが)Itcosthimhislife.(彼

は その こ とを生命 まで犠牲に してや った.)こ の 例は,物 主構文 である と共 に,2重 目的

語を とるcostな る動詞を使 って,名 詞的表現を作 ってい る.〕

(12)Let'shaveachat,shallwe?(お しゃべ りしま し ょうか)Takealookatit.(そ れ

をち ょっと見て ごらん)Hemadeahurriedexit.(彼 は 急 いで退出 した)〔 これ らはいず

れ も,have,take,make,giveetc・ の謂ゆ るcolorlessverb+a(こ の部分は多少 の変化を

す る)+名 詞 の型 で名詞的表現を作 るものであ り,特 に 口語英語の表現に多い.こ れ らは

いずれ も重要 と思われ る語を名詞 で表わす ことに よ り,そ の印象が強烈に,鮮 明に相手 に

伝わ る効果が期待出来 ることと,そ の名詞に 自由に修飾語 としての形容詞を冠せ る ことが

出来て細かいnuanceが 表 わ せ ると云 うmeritが あ り,こ れは先述のS+V+0+0の 文

型 について も,全 く同様の ことが云え るの である.〕

(13>ThebeautyofMt・Fujiisbeyonddescription.(富 士 山の美 しさは筆舌に尽 し難 い)

Don'tdisturbtheclassinprogress.(授 業 の行われ ている クラスの邪魔を してはいけな

い)〔 さて前 置詞 と名詞の結合 よ り作 られ る形容詞,副 詞 句が英語 には非 常にその数が多

くこれ らもやは り名詞がその句の主体 とな ってい るこ とか ら名詞表現 の一 種 と見て よい.〕

(⑳Hewasallbusiness・(彼 は 商売 の鬼だ った)Sheisallwoman.(彼 女 は全 く女 らし



162 奈 良 大 学 紀 要 第11号

い女だ.)Heishonestyitself.(微 ま正直その もの である)〔 これ らも典型的な名詞表現 で

あ り,本 来の意味か らは形 容詞で表わ され るところであろ うが,そ れを更に意味を強め る

とこの様にall+抽 象 名詞或いは,抽 象名詞+itselfの 形 を とる.〕

(15)Thatisnonews.(そ ん な ことは珍 し くもない)Whatyousayisnewstome・(あ

な たの云われ ることは私には初耳 です)〔 最初 の例は,典 型的 な英語名詞表現 であ る.日

本語 でこれを名詞表現を用いて云い換Z.る こ とは,ま ず無理 であろ う.併 し後 の例 につい

ては,日 本語 でも 「初耳」 と云 う名詞的表現 となってお り,や は り日本語 に も英語 に似た

名詞表現 もあ る〕

(16)That'sagoodbuy.(そ れ は掘 り出し物だ)〔 これは 日本語 で も 「掘 り出 し物」 と云

う様に一応名詞的 な表現が使われ てい るが,英 語 のbuyと 云 う動詞がその まま名詞 とし

て使われ ている形 とはかな り異 な る.即 ち膠着語た る日本語の特性 として,名 詞表現を構

成 してい る語 その ものの中味は,2重 動 詞が使われ膠着的に後に来 る被修飾語た る名詞 に

続 いて行 く.従 って同 じ名詞表現 とは云え,や は りその 内容には相異 もある.や は り日本

語 の場合,特 に この 「掘 り出 し物」 と云 った名詞は実は動詞的 な響 きが強 く,英 語),r於 け

る程の簡潔な名詞表現の効果は出ていない様 であ る〕

(17)Rola!(ロ.一 一.ラ!)〔 生 徒が女教師を 丘rstnameで 呼 んでい る.こ れについては既に

何度 も言及 してい るの で,こ こでは論及 しないが,と にか く,日 英語 間の,外 面的,内 面

的な ミゾの深 さを感 じさせ る表現 では ある.〕

(18)Sheisagreatcontrasttohersister.(彼 女 は妹 とは似 て も似 つかない)〔 これ も典

型的 な英語名詞表現 と云}る.特 に 日本語 の 「似て も似つかない」 と云 う動詞多用 の表現

に気 を付 けた い.こ の様 な表現 が 日本語 には実に多い〕

(19)Sheisapsychologymajor.(彼 女 は大学で心理学を専攻 してい ます.)〔 この場 合,

(彼 女 は心理学専 攻の学生です)と 若干英語に近 く名詞的表現 の訳 も可能 であるが,そ の

場 合で もや は り,「 ～専攻 の」 と云 う様に,～ を専攻 してい る と云 った動作叙 述的響 きが ●

残 ってお り,更 に もっと云}ば,「 心理学を専攻 してい る」 と云 うのが本 意で,文 章体を

とって膠着的に最後の学生な る名詞に及 んで行 くわ けで,と て も英語 に 於 け る,apsy-

chologymajorの 如 く,2語 の 名詞がただ並列的に列べ られ ている と云った形での名詞表

現には成 りに くい.つ ま り英語 では,こ の場合majorと 云 う名詞0語 の中に,「 ～を専敷

してい る学生」の意が あ り,こ の様 な語に見 る様 な型 の名詞の存在が,英 語名詞表現の簡

潔 さに拍車をかけ てい る.

ところで,こ の名詞 を並列 的に羅 列 して行 くや り方は,実 は 日本語の中に も数多 くある

ので,何 も英語に限 った ことではない.否 む しろ漢語を借 りて,数 語以上に もわた る名詞

の羅i列が行}る のは 日本語 の方であって,英 語は この点 では少 し見劣 りがす るが,併 し,

例 えば 「食 堂の窓」な どと云 う場合,日 本語では ど うして も 「食堂 の」 の如 く,「 の」 が

必要で,「 食堂窓」 とは この場合 ど うして も無理 であるが,英 語 では,thedining-room

windowの 如 く名詞 のみの羅 列が可能であ る.こ の辺 りは大変興味深い問題 で,別 の機 会

があれば詳述 してみたい.〕

(20)Shehadthekindnesstoinvitemetodinner.(彼 女 は親切 に も私 をデ ィナ ーに招

待 して くれた)〔 これ もhave+the+抽 象 名詞+to不 定 詞 の型 の名詞表現 で,意 味 として

はbeso+形+asto動 詞,be+形+-F-enoughto動 詞 の型 であ り,こ の方が和訳の場合

は分 りやすいのは,や は り和文には この様 な型 の名詞表現 を欠 くか らであろ う〕

さて英語名詞表現 の様態は実に多種 多様 であ り,と て もこの様 な小論文の中 で論述 しつ
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くせるものではない.こ こではその諸相の一端を窺い見たに過ぎず,又 その例文,実 例も

数多く,こ こに際限なくそれ らの諸例をその名詞表現の諸相に応 じて挙げて行ってもきり

がない.そ こでそれ らの諸例は,本 文にも若干例は掲げてきたことでもあるし,そ れ以上

重複 してもいけないので,こ こではこれ以上の実例は止めてお くが,最 後にこの様な名詞

表現が何故英語ではよく好んで用いられるのか,又 その様な表現の効果は奈辺にあるのか

と云った問題について,ざ っと簡単に見ておきたい.云 うまでもな く名詞は他の幾つかあ

る品詞に比べても,我 々にとって最も身近かで,分 り易い存在である.つ ま りそれは手に

とって見れ る,tangibleなvisibleな 存在である.勿 論名詞 と云っても抽象名詞などは,

intangibleで あ りinvisibleな もので,そ の意味では同じ名詞 と云っても少 し性格は異な

るが,そ の場合でも,名 詞0般 の持つもう一一つの側面,つ まり 「静止 している,安 定的要

素」 と云った点で,や はり動詞や形容詞などとは異る.更 に名詞はそれ自体で意味が完結

しているのに比 し,動 詞,形 容詞,副 詞等 々はそれ自体では必ず しもその意味が完結せず,

名詞や代名詞の力を借 りて始めてその存在が確認 され ると云った場合が考えられる.そ れ

らのことなどを考え合せて行 くと,や は り名詞の持つ独得の属性として,「 分 り易 さ」,

「身近かさ」,「静的で,意 味の自立性」等々が浮かび上ってくる.と 同時にそのことは更

に次の様な結論へも導いて行 くのではなかろうか.つ まり名詞が意味において 「自己完結

型」であ り,そ れ自体非常に分 りやすい,物 的にも,心 的に も把握 しやすいものであるこ

とは,換 言すれば,他 の品詞 と組んで文章体とならな くとも,名 詞だけで十分にその意味

が理解され得ることが可能であることを意味する.名 詞をそのままズパ リぶっつけても意

味がそれな りに分るのであれば,何 もいちいち冗長な文章体とすることもないわけである.

と云 うことは,英 語に名詞表現が多い と云 うのは,英 米人が冗長な物の云い様を嫌って最

もコ トバの経済性に則して,な お旦つその意味 も不明瞭とならない為に名詞を主体 とした

名詞表現を好んで用いる様になったのか,た またま名詞が0番 その意味が理解しやすい為

に,敢}て 文章体をとらず,そ のまま名詞を中心に コトバをや りとりして事を済 ませる様

な習慣が出来上ったのか,そ のいずれかはわからぬが,英 語に簡潔で,従 って又力強い表

現が可能 となるのは,こ の名詞表現に負 う所が大きい.そ れでは 日本語に名詞表現が存在

しないのか と云えぽ,勿 論そんなことはな く,特 に漢語表現を借 りた名詞表現が 日本語に

もあるにはあるのだが,ど うも日常の挨拶語や,他 人に対する呼称,日 常卑近な生活上の

口語表現,喜 怒哀楽をめ ぐる人間の感情表現などに於て名詞そのものズバ リをぶつける形

での名詞表現と云 うものは極めて少い.こ れには云 うまでもな く,日 本の社会に於ける一

個の人間の生き方,有 り様,更 に人間相互間の関わ り方,つ ま り日本の社会では,人 間 と

は先ず如何なるものであって,而 して人間は どの様に生き,ど の様に振舞 うべきであるか

等 々の,社 会の側から要求され期待される人間像なるものが,永 年の伝統文化の上に築か

れ・それが 日本人の道徳観な り倫理観を形造っている.そ の様な倫理 ・道徳観念に照らし

て,当 然それにふさわ しい 「言葉遣い」なるものも存在 しなけれぽならない.日 本の社会

を構成する各成員が,先 天的お よび後天的に己れに与えられた 「分限」にふさわ しく,そ

の言葉遣いも配慮されて行かねばならない.そ の際に,英 語における如き,日 常 口語表現

での 「名詞表現」なるものが,日 本語に於ける 「ふさわしい言葉遣い」なるものと,ど う

も馴染まないと云ったところがあるのではないか.つ まりここで云 う,「 ふさわ しい言葉

遣い」なるもののその殆んどは文章体の構成であり,更 にその上に日本語特有の敬語表現

が加わって くる場合が多 く,こ の敬語表現も又,英 語の名詞表現 とは馴染まぬものの一つ

である.併 し問題は実はどうもこれだけでもなさそ うだ.や は り日本語本来の文法,語 法
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等々が名詞表現に馴染み)/Tくい面を持っている事実も見逃がせまい.例 えぽ,日 本語の表

現なり,描 写な りは,動 作を中心 とする行為に重きを置いた表現が主体であ り,従 って当

然にも動詞多用型であり,更 にその膠着語 としての本来の性格から,日 本語の動詞の活用

変化は英語のそれの如きテソスとは無関係で,た だ次の来るべき語への連絡を主な目的 と

している.従 ってこの様な日本語の動詞中心の 「動作 ・行為」主体の叙述表現法が,英 語

の如き,名 詞中心の 「物理的,空 間的な描写」や 「状態 ・結果」主体の物理的,静 態的表

現法と相容れぬ側面を持つのも又至極当然のことなのである.こ の問題についてはこれま

でにも若干の記述をなして来たことでもあり,こ れ以上ここでは本題から若干それること

もあって詳述は差し控えるが,何 れにせよ英語),rおいてその 「名詞表現」なるものが,日

本語に比し,一 つの大きな特徴 となっている独特の英語 らしい表現法の一つであることは

お分 り頂けたもの と思 う.

尤もこれまでにも触れてきた如 く,英 語において名詞中心的な表現が多 く,日 本語に於

いて比較的それが少いことの理由は,単 に両言語に固有の表現法の差異から来るものが決

定的ではあるのだが,同 時YY日 本語に於いて,伝 統的な,日 本的文化価値体系(主 として,

儒教的な人倫関係および,神 道 ・仏教の基本的理念に基づく自然観 ・人間観より成る)の

下での,人 間 として,「 ふさわ しい」,「本来あるべき」姿として,そ の社会の各成員に要

求される,「 言葉遣い」なるものが,直 裁に感情を表現 した り,合 理的でスピーディな情

報交換を主体 とした コミュニケイショソを阻害 してきた結果として,明 快な名詞ズバ リの

表現(実 はこれは名詞のみに止まらず,形 容詞や副詞等他の品詞についても同様のことが

云えるのであるが)が,日 本語に於いて発達 していないことの一面の原因として考えられ

るのである.必 要以上の感情抑制と,「 丁寧 さ」のみが過度に要求され,社 会的地位,身

分,長 幼の別,男 女の別,先 輩 ・後輩の関係等 々,タ テの人間関係に極めて過敏な人間集

団に於ける言語の実相は,や は り,明 快,簡 潔で力強いキビキビした英語)/7於 け る如 き

「名詞表現」 とは相容れぬ ものと思える.何 れにせよ,単 に名詞表現一つを採ってみても,

色hの 角度か らこれを眺めることが出来ると云うことは興味深 く意義あることでもあると

思う.
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Summary

ItiscommonknowledgethatEnglishissuitedifferentfromJapaneseinmanyways

becausethesetwolanguagesbelongtotwocompletelydifferentlanguagefamilies ,thatis,
theformerbelongstotheIndo-Europeanlanguagefamily ,andth.elattertheUral-

Altaiclanguagefamily.

Inthisessay,specialattentionispaidtotheroleofnounandverbbetweenthetwo

languages,tobemoreexact,thedifferentrolesinimportanceofthetwopartsofspeech

betweenEnglishandJapanese.

AclosecomparativestudyofthetwolanguagesrevealsthatEnglishisanoun-centered

language,whereasJapaneseisaverb-centeredone.InEnglish ,themostimportant

ideaorthingtendstobeexpressedintheformofnounornoun-equivalents .Nounis

theverycoreofmostsentencesinEnglish.Onthecontrary ,inJapanese,mostphrasesor

expressionsareverb-centered.Inotherwords,verbplaysthemostimportantrolein

mostphrases,idioms,expressionsinJapanese.Forexample,itisveryrareinJapanese

thattheinanimatecanbeusedassubjectwords.Thiscontributestotheverb-centered-

nessoftheJapaneselanguage.Also,inJapanese ,theso-calledhonorificexpressions

arehighlydeveloped,andthisisanotherreasonforthefrequentuseofverb-oriented

expressionsinJapanese,formosthonorificexpressionsconsistofverbsorverb-equivalents

inJapanese.

EnglishisquiteafarcryfromJapaneseonthispoint.Suchhighlysophisticatedhonori-

ficexpressionsasinJapanesehaveneverbeendevelopedthroughoutthehistoryofthe

Englishlanguage.WhichmeanstheEnglish-speakingpeopleseemtobefarmore

casualintheirdailyverbalcommunicationthantheJapanese .Thisseemstohavecon-

tributedtothedevelopmentofnoun-centeredexpressionsinEnglish,forascasual-minded

conversationalists,theEnglish-speakingpeoplehavenogoodreasonfortheuseofsuch

manyredundantverb-orientedexpressionsasinJapanese.Ofcourse ,thisisnotthe

onlyreasonforthefrequentuseofthenoun-orientedexpressionsinEnglish .There

mustbesomeotherreasonsforthat,buttheystillremaintobeseen ,Also,wemust

knowthatthesenoun-centeredexpressionsinEnglishhavetheirdifferentaspects ,accord-

ingtothedifferentsituationsandcontexts.Thebestwaytostudythemistoshowas

manyexamplesaspossible,sohereinthisessaysomeexamplesareshown ,butnever

enoughofthem.Butevenfromthoseexamplesshownhere,wecanseethenoun-

orientednessoftheEnglishlanguageasagainsttheverb-orientednessoftheJapanese

language.

Lastbutnotleast,thesocialstructureinJapanbasedonhighly-developedhierarchy

seemstohavecontributedtothescarcityofnoun-centeredexpressionsinJapanese ,where

anumberofredundant,honorificexpressionsandphraseswerepreferablyusedamong

thosefromallwalksoflife.Insuchlinguisticenvirons,`thelongerphrase ,thebetter'

isthebasicprincipleofeachspeakerofthelanguage.


